
規 
 

則 

会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布

す
る
。 令

和
五
年
十
二
月
二
十
六
日 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長 

日 

吉 
 

 

亨 
 

 
 

埼
玉
県
教
育
委
員
会
規
則
第
三
十
三
号 

会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

第
一
条 

会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
規
則
（
令
和
二
年
埼
玉
県
教
育
委
員
会

規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

別
表
第
一
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 

第
二
条 

会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
五
条
第
一
項
中
「
次
項
、
第
八
条
及
び
第
十
一
条
に
お
い
て
」
を
「
以
下
」
に
改
め
る
。 

第
六
条
第
一
項
第
四
号
中
「
第
七
条
第
一
項
」
を
「
第
七
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
第
一

号
中
「
及
び
次
条
第
一
項
」
を
「
、
次
条
第
一
項
及
び
第
七
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
、
「
期

末
手
当
」
の
下
に
「
及
び
勤
勉
手
当
」
を
加
え
、
「
第
八
条
」
を
「
第
八
条
の
二
」
に
改
め
る
。 

別表第１（第２条関係）

普通免許状 臨時免許状 普通免許状 臨時免許状 普通免許状 臨時免許状

報酬基準額 398,767円 321,573円 364,233円 288,766円 361,897円 287,039円 417,761円

備考
  １　この表において「特別非常勤講師」とは、教育職員免許法（昭和２４年法律第１４７号）第３条の２に規定する非常勤
　　の講師をいう。
　２　この表の適用を受ける非常勤の講師（高等学校の特別非常勤講師を除く。）の任用時に有する各相当学校の教員の相当
　　免許状が、教育職員免許法第４条第２項に規定する普通免許状であるときは普通免許状欄を、同条第４項に規定する臨時
　　免許状であるときは臨時免許状欄をそれぞれ適用する。
　３　特別支援学校の特別非常勤講師については、特別支援学校の普通免許状欄を適用する。

報酬基準額表

区分

非常勤の講師（高等学校の特別非常勤講師を除く。）

高等学校の特別
非常勤講師

高等学校 特別支援学校
小学校、中学校及び

義務教育学校



第
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

（
勤
勉
手
当
の
勤
務
期
間
の
特
例
） 

第
七
条
の
二 

会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
勤
勉
手
当
に
係
る
勤
務
期
間
に
は
、
基
準
日
以
前

六
月
以
内
の
期
間
に
お
い
て
、
会
計
年
度
任
用
職
員
と
し
て
在
職
し
た
期
間
を
算
入
す
る
。 

２ 

基
準
日
前
一
月
以
内
に
お
い
て
退
職
し
た
第
六
条
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
職
員
の
当
該
職

員
と
し
て
の
在
職
期
間
は
、
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
勤
勉
手
当
に
係
る
勤
務
期
間
に
算

入
し
な
い
。 

 

第
八
条
第
一
項
中
「
こ
の
条
」
の
下
に
「
及
び
次
条
」
を
加
え
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を 

加
え
る
。 

（
勤
勉
手
当
基
礎
額
） 

第
八
条
の
二 

月
額
の
報
酬
を
受
け
る
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
に
係
る
勤
勉
手
当
基
礎
額

は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
基
準
日
現
在
に
お
い
て
そ
の
者
が
受
け
る
べ
き
基
本
報
酬
の
月
額
と
す

る
。 

２ 

日
額
の
報
酬
を
受
け
る
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
に
係
る
勤
勉
手
当
基
礎
額
は
、
そ
れ
ぞ

れ
そ
の
基
準
日
が
属
す
る
月
に
お
い
て
そ
の
者
が
受
け
る
べ
き
一
月
分
の
基
本
報
酬
の
額
と

す
る
。 

３ 

前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
各
月
ご
と
の
勤
務
日
数
が
異
な
る
会
計
年
度
任
用
学
校
職

員
に
係
る
勤
勉
手
当
基
礎
額
は
、
基
準
日
前
六
月
以
内
の
期
間
（
基
準
日
に
お
け
る
職
と
同

一
の
職
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
に
お
い
て
そ
の
者
が
受
け
た
基
本
報
酬
の
額
の
一
月
当
た
り

の
平
均
額
と
す
る
。 

第
九
条
（
見
出
し
を
含
む
。
）
中
「
期
末
手
当
」
の
下
に
「
及
び
勤
勉
手
当
」
を
加
え
、
「
前

三
条
」
を
「
第
六
条
か
ら
前
条
ま
で
」
に
改
め
る
。 

第
十
条
第
四
項
中
「
期
末
手
当
」
の
下
に
「
及
び
勤
勉
手
当
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

（
施
行
期
日
等
） 

１ 

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
二
条
の
規
定
は
、
令
和
六
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

２ 

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
規
則
（
次

項
に
お
い
て
「
改
正
後
の
規
則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用
す

る
。 

 

（
報
酬
の
内
払
） 

３ 

改
正
後
の
規
則
の
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の

会
計
年
度
任
用
学
校
職
員
の
報
酬
等
に
関
す
る
規
則
の
規
定
に
基
づ
い
て
支
給
さ
れ
た
報
酬
は
、

改
正
後
の
規
則
の
規
定
に
よ
る
報
酬
の
内
払
と
み
な
す
。 


